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「市長と語る会J始まる

毎月 1日 ・16日発行

え
。

町グ
広報

昭和70年度を目標とした「上 田市第 2次長期基本構想」の策定にあたって、「市長と語る会」が始まりました。

「市長と語る会」は、市長を囲んで明 日の上田市について皆さんの御意見や御要望をお聞 きしようというもの

で、同構想素案の中へこの内容を和極的に盛り込んでいくことにしています。

(写真は、 11月24日、農村環境改善センターで聞かれた「市長と語る会J)

(+ 99) 

(十 76)

(+ 23) 

(11月1日現イ1) 

市民の動 き

114，643人

55，819人

58，824人

系企人口

。ゆず t

生活1

0紹介f
< tご4

)
 

ハ
吋
M

E
d
 

L
e
 

(
 

35，388世情

)内は前月比です

男

女

世帯数

2 ・3ページ
...3ページ

4ページ
..5ページ

.6ページ

7ページ
..8ページ

ー特 1~ 4 ページ

ー特 1 ~4 ページ

主な内容

秋の叙勲と袋章、 8人の方々めでたく 受話・・
福祉会館着工ー

わカ、まち上回⑪ 城下の巻ー・

お年寄り を敬う作文、入選作品発表⑤一
健康づくり 、冬の健康管理ー・・
お知らせ-ー

おくやみ

生活特集

選挙特集-

...... 

・・・・ ・ー ー・・・・・ ・.



だ 昭和58年12月1日一一一一(2)ー

8人の方々めでたく受章

え広報う，第 900号~OO 号、

小山喜太郎さん

郡司さん和尾

政
府
は
、
十
一
月
三
日
付
で
昭
和
五

十
八
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
と
褒
章
受
章

者
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。
上
田

市
で
は
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
次
の
八

人
の
皆
さ
ん
が
、
め
で
た
く
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
〉
勲
四
等
瑞
宝
章

小
山
喜
太
郎
さ
ん

中
央
五
l
六
l

一
六
・
七
十
二
歳

小
山
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
四
年
、
長
野

県
洋
紙
組
合
理
事
就
任
以
来
、
現
任
の

長
野
県
洋
紙
卸
商
協
同
組
合
理
事
長
、

日
本
洋
紙
商
連
合
会
理
事
、
中
部
洋
紙

商
連
合
会
副
会
長
な
ど
を
通
じ
て
洋
紙

業
界
で
活
動
さ
れ
、
長
野
県
の
洋
紙
卸

業
界
の
今
日
あ
る
礎
石
を
築
く
な
ど

洋
紙
業
界
の
発
展
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た

っ
て
商
工
会
議

所
の
要
職
に
就
か
れ
、
中
小
企
業
の
振

興
に
尽
力
す
る
傍
ら
同
会
議
所
の
育
成

強
化
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
昭

和
五
十
年
か
ら
今
年
の
五
月
ま
で
会
頭

と
し
て
、
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
さ

れ
μ
会
。
ー
し
れ
九
。

〈
〉
勲
五
等
双
光
旭
日
章

久保田義雄さん

〈
〉
勲
五
等
双
光
旭
日
章

尾
和
郡
司
さ
ん

(
大
手
一

T
一
l

一
八
・
七
十
歳
)

尾
和
き
ん
は
、
現
在
ま
で
長
年
に
わ

た
っ
て
税
理
士
業
を
務
め
ら
れ
、
円
滑

な
税
理
事
務
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
関
東
信
越
税
理
士
会
会

長
と
日
本
税
理
士
連
合
会
副
会
長
め
要

職
を
務
め
ら
れ
、
業
界
の
発
展
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
温
情
を
も
っ
て
人
に
接
す
る

と
こ
ろ
か
ら
万
人
に
敬
愛
さ
れ
、
特
に
、

人
の
面
倒
見
が
よ
く
、
引
き
受
け
た
こ
と

は
必
ず
や
り
と
お
す
責
任
感
が
旺
蟻
な

人
柄
で
あ
る
た
め
、
地
元
の
中
小
企
業

者
の
よ
き
相
談
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

〈
〉
勲
五
等
双
光
旭
日
章

久
保
田
義
雄
さ
ん

(
大
屋
五
三
一
l

一
・
七
十
五
歳
)

久
保
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

教
育
二
肋
に
精
進
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

-令小
4
8
1
 

問
、
浦
里
小
学
校
、
上
田
市
立
南
小
学

校
、
丸
子
小
学
校
、
清
明
小
学
校
の
各

校
長
を
歴
任
、
ま
た
上
小
小
学
校
長
会

長
、
上
小
連
合
校
長
会
長
、
長
野
県
小

学
校
長
会
副
会
長
お
よ
び
小
県
上
回
教

育
会
長
な
ど
の
要
職
も
歴
任
さ
れ
、
教

育
向
上
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
後
、
丸
子
小
学
校
長
当
時
の
業

績
や
人
柄
な
ど
か
ら
、
特
に
請
わ
れ
て

丸
子
町
教
育
長
に
迎
え
ら
れ
、
高
い
見

識
と
強
く
た
く
ま
し
い
信
念
を
も
っ
て

丸
子
町
教
育
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た。〈
〉
勲
五
等
双
光
旭
日
章

林

勇
さ
ん

喜市さん下{呂

指
揮
能
力
を
も
っ
て
任
務
に
あ
た
り
、

時
代
に
即
応
し
た
施
策
を
樹
立
し
て
積

極
的
な
警
察
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
富
な
知
識
や
経
験
と
巧
み
な

統
率
力
で
部
下
職
員
の
指
導
に
あ
た
り

後
継
者
づ
く
り
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
勲
五
等
双
光
旭
日
章

宮
下
喜
市
さ
ん

(
緑
が
丘
一
!
咽
開
1

一
ニ
七
十
二
歳

宮
下
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
市

議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
地
方
自

治
の
発
展
や
地
域
の
産
業
経
済
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
議
会

副
議
長
、
同
議
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
市
民
会
館
建
設
、
上
回
橋
架
橋
、

市
庁
舎
新
築
、
商
庖
街
の
近
代
化
前
軍
備

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
商
工
会
議

所
の
育
成
発
展
に
努
力
さ
れ
、
小
規
模

事
業
者
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

そ
の
経
営
上
の
問
題
解
決
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
副
会
頭
を
歴
任
さ

れ
、
今
年
の
六
月
か
ら
は
会
頭
と
し
て

精
力
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
・

福
祉
協
議
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

池
方
自
治
、
社
会
悩
祉
に
貢
献
さ
れ
ま

I
レ
H

』。

秋
和
田
九
六
1
=
一
・
七
十
四
歳

小
林
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
警

察
の
仕
事
一
筋
に
精
進
さ
れ
、
治
安
の

維
持
に
努
力
さ
れ
る
な
ど
地
域
社
会
の

安
全
確
保
に
貢
献
き
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
南
佐
久
地
区
警
察
署
長
、
中
野
警

察
署
長
、
上
回
警
察
署
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
輝
か
し
い
業
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
、
お
う
盛
な
正
義
感
と
優
れ
た

ま
た
、
当
時
の
川
西
村
議
会
議
長
、

川
西
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
上
田
市
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文秋さん柳i畢

と
し
て
、
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。

〈
〉
勲
五
等
恕
光
旭
日
章

柳
津
文
秋
さ
ん

(
中
央
西
一
1

ニ1
一
0
・
七
十
三
歳
)

柳
濃
さ
ん
は
、
現
在
ま
で
長
年
に
わ

た
っ
て
医
師
業
一
筋
に
精
進
さ
れ
、

地

域
住
民
の
健
康
管
理
お
よ
び
医
療
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
上

田
市
医
師
会
副
会
長
、

同
会
長
な
ど
、

ま
た
長
野
県
医
師
会
副
会
長
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

地
域
医
療

お
よ
び
公
衆
衛
生
事
業
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た。

ま
た、

現
在
ま
で
長
年
に
わ
た
っ

て

上
田
保
健
所
結
核
診
査
協
議
委
員
長
、

長
野
県
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
審
査

委
員
、
長
野
県
教
職
員
結
核
審
査
専
門

委
員
会
審
査
委
員
な
ど
で
献
身
的
に
活

躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

八
〉
勲
七
等
瑞
宝
章

永
井

桂
さ
ん

常
磐
城
六
l
六
ム
=
一
・
六
十
八
歳

永
井
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
警

ん
占

C桂永井

久
保
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

教
育
一
筋
に
精
進
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

察
の
仕
事
二
肋
に
精
進
さ
れ
、
治
安
の

維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
常
に
正
義

感
と
責
任
感
を
も
っ
て
任
務
に
あ
た
り
、

け
ん
銃
不
法
所
持
事
件
な
ど
数
々
の
難

事
件
を
解
決
す
る
一
方
、
地
域
住
民
の

自
主
防
犯
活
動
の
推
進
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
、
地
域
社
会
の
安
全
確
保

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
広
く
大
き
な
包
容
力
と
高
い

見
識
を
も
っ
て
強
力
な
指
導
性
と
実
行

力
を
発
揮
さ
れ
、
部
下
職
員
の
育
成
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た。

〈
〉
藍
綬
褒
章

赤
羽
光
利
さ
ん

小
泉
四
六
三

・七
十
六
歳

赤
羽
さ
ん
は
、
農
業
の
傍
ら
現
在
ま

で
長
年
に
わ
た
っ
て
保
諮
司
を
務
め
ら

れ
、
青
少
年
の
保
護
更
生
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
氏
の
生
来
の
奉
仕
的
精
神
と

円
熟
し
た
人
柄
に
よ
っ
て
、
多
数
の
人

が
更
生
に
励
む
よ
う
に
な
り
社
会
復
帰

し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
上
団
地
区
保

護
司
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
今

年
の
五
月
か
ら
は
同
会
長
と
し
て
献
身

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

光利さん赤羽

じ
い
業
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
、
お
う
盛
な
正
義
感
と
優
れ
た

ま
た
、
当
時
の
川
西
村
議
会
議
長
、

川
西
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
上
田
市

民
生
委
員
推
薦
会
委
員
、
上
田
市
社
会

れ
今
年
次
六
月
か
ら
は
会
ぬ
と
し
て

精
力
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
.

福
祉
協
議
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

地
方
自
治
、
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

来
年
三
月
の
完
成
を
目
指
し
て

福
祉
会
館
着
工

市
で
は
、
懸
案
の
「
上
田
市
福
祉
会

館
」
(
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
)
の

建
設
に
こ
の
ほ
ど
着
工
し
、
来
年
三
月

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

同
会
館
は
、
国
・
県
の
補
助
を
受
け

て
市
が
建
設
す
る
も
の
で
、
大
手
二
丁
目

の
旧
上
田
市
農
協
跡
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ー
ト
三
階
建
て
、
延
べ
面
積
六
百
七
十

六
平
方
灯
の
建
物
と
な
る
予
定
で
す
。

建
物
の
内
容
は
、
一
階
に
は
上
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
局
が
入
る
ほ

か
、
日
常
生
活
訓
練
室
、
相
談
室
、
作

業
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
二
階
に

は
大
会
議
室
(
社
会
適
用
訓
練
室
と
併

用
)
が
設
け
ら
れ
、
福
祉
団
体
の
皆
さ

ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
き
ん
に
、

市
の
中
心
部
で
会
識
が
で
き
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
三
階
は
倉
庫
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
身
障
者
の
皆
さ
ん
が
利

用
で
き
る
よ
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ

ー
プ
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
各
階
に
は
身

障
者
用
ト
イ
レ
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
以
前
か
ら
身
障
者
団
体
の
皆
さ
ん

な
ど
か
ら
要
望
き
れ
て
い
ま
し
た
「
公

衆
用
身
障
者
ト
イ
レ
」
も
一
階
に
併
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。

障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
生
活
文
化
の

場
と
し
て
、
ま
た
社
会
生
活
を
よ
り
豊

か
に
送
る
た
め
の
訓
練
や
交
流
の
場
と

し
て
、
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

滅
菌

回
公

i
s
上
跡

-
N
h
I
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愛かく

戸f-

城
」
(
上
回
城
)
を
築
城
し
ま
し
た
。
そ

の
周
辺
に
領
民
を
移
住
さ
せ
、
原
町
、

海
野
町
な
ど
の
街
並
を
作
り
後
に
城
下

町
上
回
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
ろ
、
当
時

城
下
に
は
小
牧
村
、
諏
訪
形
村
、
御
所

村
、
中
之
条
村
の
四
ケ
村
が
あ
り
ま
し

人れて

』ーーーーーー-

石
油
製
品
は
安
値
安
定
供
給
か
?

朝日ケ丘児童館で、「人形劇の集い」を楽しむ子供たち

明
治
二
十
二
年
四
月
、
町
村
制
が
施

川

行
さ
れ
、
四
ケ
村
が
合
併
を
し
て
小
県

恥

郡
城
下
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

hw

大
正
十
年
九
月
に
上
田
市
に
合
併
さ
れ
、

川

城
下
地
区
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま

叫

す
。

山川

現
在
、
城
下
地
区
に
は
小
牧
、
諏
訪

刈

形
、
須
川
、
中
村
、
朝
日
ケ
丘
、
三
好

州

町
、
御
所
、
中
之
条
、
千
曲
町
の
九
白

川

治
会
が
あ
り
、
世
帯
数
も
三
千
有
余
を

川

数
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
最
近
は
人
口
川

の
増
加
が
激
し
く
、
教
育
環
境
の
悪
化
J

が
深
刻
化
し
て
き
で
い
ま
し
た
が
、
来

川

年
四
月
に
は
、
通
学
区
域
審
議
会
の
答

V

申
に
基
づ
い
て
新
た
に
南
小
学
校
が
開

r

校
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

lv

城
下
地
区
に
は
、
千
曲
川
右
岸
と
左
岸

川

を
結
ぶ
上
田
橋
、
古
舟
橋
、
近
く
完
成

川

予
定
の
小
牧
橋
が
あ
り
、
交
通
な
ど
の

恥

要
衝
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い

蜘

ま
す
。

川

市
内
で
唯
一
の
児
童
館
が
朝
日
ケ
丘

川

に
あ
り
ま
す
。
児
童
が
学
校
か
ら
帰

っ

叫

て
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

叫

て
、
二
人
の
厚
生
員
き
ん
の
適
切
な
指

川

導
の
も
と
に
、
学
習
や
遊
び
に
利
用
さ

叫

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

季
節
に
よ

っ
て
川

い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
も
あ
り
、
青
少
年
Jr

の
健
全
育
成
に
た
い
へ
ん
役
立

っ
て

い
川

ま

す

。

い

な
お
、
こ
の
児
童
館
は
、
地
区
以
外
V

の
子
供
た
ち
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

ト附

環
境
衛
生
な
ど
の
功
労
者
に

市
長
感
謝
状
を
贈
呈

十
一
月
十
六
日
、
市
役
所
六
階
会
議

室
で
、

昭
和
五
十
八
年
度
の
自
治
会
衛

生
部
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
上
、
環
境
衛
生
お
よ
び
保
健

衛
生
に
功
労
の
あ
り
ま
し
た
次
の
皆
さ

ん
に
、
永
野
市
長
か
ら
市
長
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

マ
角
龍
勇

一
様
(
大
屋

・
四
十
四
歳
)

マ
浅
野
茂
様
(
中
央
東
・
六
十
一
歳
)

マ
斉
藤
次
男
様

(保
野
・
六
十
一
歳
)

マ
中
村
順
一
様
(
緑
が
丘
二
・
四
十
八

歳
)

マ
み
す
ず
台
北
自
治
会
様

マ
保
野
長
生
会
様

マ
上
田
市
立
東
小
学
校
様

マ
別
所
温
泉
連
合
老
人
会
様

マ
泉
平
青
少
年
健
全
育
成
会
様

環境衛生、保健衛生に功労のありました皆さんに

市長から感謝状が送られました
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0衣類などで調節 を
〈生活環境課生活係・市民相談室 8⑫4100内線303>

石
油
製
品
は
安
値
安
定
供
給
か
?

ー
生
活
必
需
物
資
上
半
期
の
価
格
動
向

l

市
で
は
、
消
代
物
資
等
調
公
民
の
皆

さ
ん
に
、
毎
月
、
日
常
生
活
に
関
係
の

深
い
食
料
品
、
日
用
雑
貨
品
、
石
油
製

品
な
ど
九
十
一
品
目
の
価
絡
動
向
を
調

資
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
九
月
ま
で
の
価
格
の
動
向

を
み
る
と
、
魚
介
制
は
、
さ
ん
ま
が
八

(単位円 )価格動向調査結果(一部抜粋)

昭和58年
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さ

月
に
一
時
古
向
か

っ
た
も
の
の
、
十
月
以

降
急
激
に
下
り
、
全
体
と
し
て
も
安
値

安
定
供
給
に
推
移
し
ま
し
た
。
野
菜
傾

は
キ
ャ
ベ
ツ
に
変
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、

一
般
的
に
は
落
ち
着
い
た
値
動
き
で
し

た
。灯

油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
石
油
製
品

は
、
原
油
が
だ

ぶ
っ
き
ぎ
み
で
O
P
E
C

の
バ
レ
ル
当
た
り

5
ド
ル
の
値
下
げ
が

き
い
て
、
安
値
安
定
型
で
推
移
し
、
今

後
も
中
東
の
政
治
的
な
不
安
は
あ
る
も

の
の
、
安
値
で
安
定
供
給
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

100 g 

127.51 
19 19.3 -、、
ご?一一戸 13.5 13 ___ τ子二一一二ニ.，，_l_4

け7.8)---(1日 1 1日1-- --12..-3 ~ - -1.17 .3) 16.5 芯 5)

A
H
V

A
H
V

A

U
V
 

戸、d
a
a事
内

《

U

《

H
V

ハH
v

n
u
v

p
h
v
a
n
-
-

内
J

ハH
V

A
H
V

A
H
V

3

2

1

 

9

8

 

0

・0
2

・2
209 208 208 208 208 12091 

_-.---'121而一γlbl--115fーら01) 2ω 
(158) 

250 
200 
150 

n

u

n

u

n

υ

 

内
《

J
v
n
J
u
'E
S

根

豚肉

(中)100g 

キャベツ

100 g 

きゅうり

100 g 

100 g 

大

100 g 

マ才ト

1 1809 )~_ ー ー ーーー・
‘1810.3) 

116271 . _ :6!~) _ _ _1 ~6_3~ ) 116291 11629 V ~ 
----- --司 』ーーーーーー' ぺ650

154.5 

※「一一 」は58年度の上田市の平均、「一一一」は57年度の上田市の平均。

※この価絡は、市内の庖舗を抽出したものです。
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価格 動向調査(一部抜粋)

ロoロ
l小麦粉 2.白 菜 3.玉ねさ 4 馬れいしょ 5.鶏 卵 6.食用 I由

区 名 ( 1 kg) (100g) (100g) (100 g) (100 g) ¥ 1. 65kg) 

分 ¥ 価 格 対 前 月 1面絡対前月 価格対前月 価格対前月 価格対前月 価格対前月

{絡面 主土 高 208 。 20 +6  24 + 1 29 + 1 39 +6  588 一10

グ〉 耳1& jl¥ 188 -15 10 2 18 +3  15 。 34 +2.5 498 -32 

4i犬H. 平 !5J 201 -4  14.8 +1.8 21. 3. + 1 20.5 -1.5 36.5 +4.5 541.5 ::EJ 

(単位 円)

-器調tU1は10月です。この価格は、市内の庖舗を抽出したものです。
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乾

電

池

乾
電
池
は
、
近
似
や
コ
ー
ド
つ
き
の

不
向
巾
さ
、

r
小
川
限
さ
か
ら
解
肢
を
し
、

終
日
の
持
ち
巡
ひ
が
簡
単
に
で
き
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
二
十
数
年
間
の
乾
屯
池
の
使
用
誌

は
、
二
十
六
倍
に
も
明
え
、
そ
し
て
今
、

そ
の
中
の
水
銀
に
つ
い
て
大
き
な
問
題

に
な

っ
て
い
ま
す
。

川
弘
屯
池
の
純
知
と
や
い
産
祉
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。

〈
使
用
上
の
注
意
点
〉

えつ広報

(昭和57年度)

戸 N¥ :m 生産量

トーーーーー

マンガン電 池
20 (U!例)

レー
アルカ リ電 池 4 

固ま化銀電池

水銀証池 2 

リチウム屯池

圏内での乾電池生産量

戸争900号900号、

O
乾
屯
池
を
入
れ
た
ま
ま
に
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
液
が
漏
れ
て
器

具
の
放
問
の
原
困
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
長

い
附
、
使
わ
な
い
時
に

は
乾
川
池
を
必
ず
取
り
出
し
て
お
き

牛ま
l
)
よ、っ。

0ωく
な

っ
た
乾
五
池
は
、
一
度
に
全

部
取
り
待
、え
ま
し
ょ
う
。
古
く
な
っ

た
乾
五
池
と
新
し
い
乾
屯
池
を
出
ぜ

て
使
用
す
る
と
液
漏
れ
が
起
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
交
換
す
る
時

は
、
同
じ
タ
イ
プ
、
同
じ
純
知
の
も

の
で
統
一
し
て
下
さ
い
。

0
@
θ
の
向
き
は
、
器
具
の
入
れ
方
の

印
に
従

っ
て
正
し
く
入
れ
る
よ
う
に

1
レ
キ
ナ
し
ょ
、
っ
。

〈乾
電
池
の
水
銀
に
つ
い
て
〉

十
年
は
ど
前
ま
で
は
、
ほ
と
ん
と
作

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ア
ル
カ
リ
乾
電
池

の
製
泣
い旦
が
こ
こ
五
年
の
聞
に
六

i
七

倍
に
も
な
り
、
今
後
も
明
、ぇ
続
け
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
ア
ル
カ
リ
乾
屯
池
の
万
が
マ

ン
カ
ン
乾
五
池
よ
り
も
い
存
命
が
二

i
三

倍
長
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
ア
ル
カ
リ

乾
誕
地
の
中
に
含
ま
れ
る
水
銀
が
、
マ

ン
ガ
/
乾
福
池
よ
り
も
二
一

-
h
l
刊
行
的

も
入
っ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
乾
一
中
也

池
の
水
銀
と
い
え
ば
、
水
銀
乾
屯
池
だ

け
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
ア
ル
カ

リ
乾
電
池
の
方
が
そ
れ
よ
り
多
屯
の
水

銀
が
入

っ
て
い

ま
す
。

例
の
水
俣
病
を
起
し
た
水
銀
は
、
メ

チ
ル
水
銀
と
い
う
有
機
水
銀
で
す
。
一

方
、
乾
電
池
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、

無
機
水
銀
や
金
属
水
銀
で
毒
性
は
な
い

と
言
わ
れ
て
ま
す
が
、
あ
る
種
の
パ
ク

テ
リ
ヤ
、
光
、
ま
た
、
熱
の
作
用
に
よ

っ
て
、

有
機
水
銀
に
変
化
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
水
俣
病
を
教
訓
に
そ
の
後
、

囲
内
で
使
用
さ
れ
る
水
銀
の
口
近
は
激
減

し
ま
し
た
が
、
乾
電
池
だ
け
は
使
用
量

が
増
、
ぇ
続
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

乾
電
池
は
、
一
年
間
に
約
二
十
六
億
個

も
生
産
さ
れ
、
日
本
人
一
人
当
り
で
は

年
間
約
二
十
五
個
も
使
っ
て
い
る
計
算

に
な
り
ま
す
。

さ
て
使
用
済
と
な

っ
た
乾
屯
池
の
行

方
は
?
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
は
、
そ

の
ま
ま
思
め
る
か
、
焼
い
て
し
ま
う
か

し
、
有
害
、
コ
ミ
と
し
て
特
別
に
処
理
さ

れ
て
い
る
も
の
は
ま
だ
少
な
い
よ
う
で

す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
乾
電

池
も
空
缶
問
題
で
提
案
さ
れ
て
い
る
デ

ポ
ジ

ッ
ト
制
に
し
て
、
メ
ー
カ
ー
が
立

任
を
持
っ
て
回
収
し
、

一再
資
源
化
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

(水
銀
を
取
り
出
し
て
無
室
固
化
す
る
に

は
、
一
個
当
り
五
円
六
十
銭
の
処
理
代

が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
)

上
田
市
の
場
合
は
、
委
託
さ
れ
て
い

る
業
者
が
、
乾
電
池
や
必
屯
池
な
と
を

分
別
し
て
東
京
の
業
者
に
送
っ
て
い
ま

十

v
。

日
本
の
進
路
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す

一

ー
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-

る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

一

調

査

員

日

記

①

こ

れ

ら

の

調

査

を

す

る

よ

つ

に

な

っ

一

ー

ー

ー
I

l

l

i

-

-

-

-

-

|

て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
に
つ
い
て

の
価
絡
の
差
や
品
質
の
違
い
、
あ
る
い

一
目

安

主

舌

を

は
そ
の
商
品
が
お
よ
ぽ
す
環
境
問
題
な

、va--d
aF-一占
4

・、，

ど
に
自
然
と
目
が
向
く
よ
う
に
な
り

レ
弘
、
ノ
坦

z
n
'
・
=

ま
し
た
。

4

i

E

・1
7
P
H

以
前
は
、
買
い
物
に
行
っ
て
も
行
き

あ
た
り
ば
っ
た
り
で
カ
ゴ
に
品
物
を
入

一
あ
る
時
、
友
人
に
上
田
市
の
消
費
物
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
い
ろ
い
ろ

一
資
等
調
査
員
に
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
と
気
を
つ
け
て
買
う
よ
う
に
な
っ
た
だ

一
日
常
生
活
に
関
連
の
深
い
品
目
を
選
定
け
で
も
大
き
な
進
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

一
し
て
の
商
品
調
査
は
、
身
近
な
仕
事
で
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
が
、
も
っ
と
多

一
あ
り
、
ふ
だ
ん
の
貿
物
な
ど
に
も
大
変
く
の
人
々
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
を
願

一
役
立
つ
こ
と
だ
か
ら
と
、
友
人
に
誘
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
れ
、
こ
の
仕
事
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
私
が
調
査
員
を
始
め
た
四
年
前
と
、

一
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
価
格
な
ど
を
比
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
一

一
そ
れ
か
ら
は
や
、
四
年
の
月
日
が
立
ど
の
変
動
は
な
い
の
で
す
が
、
品
質
が
一

一
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
誘
っ
ど
ん
ど
ん
改
良
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
一

一
た
友
人
は
退
任
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
目
を
見
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

一
私
は
続
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

反
面
、
文
化
的
で
盟
か
な
生
活
の
袋
側
一

一

い
ず
れ
に
し
ろ
、
何
か
を
学
ぶ
と
い
に
、
実
に
多
く
の
公
害
問
題
が
つ
き
ま
一

一
う
機
会
に
さ
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
な
と

っ
て

い
る
こ
と
は
、
何
か
恐
ろ
し
い
一

一
が
ら
、

消
資
生
活
上
の
問
題
や
商
品
に
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

一

一
つ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
調
伐
を
し
、
報
商
品
の
ど
れ
を
と
っ
て
み
て
も
、
全
一

告

を

し

て

い

ま

す

。

く

不

安

を

感

じ

な

い

で

過

ご

す

こ

と

は

一

，

日
ご
ろ
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
で
き
な
い
時
世
の
よ
う
に
も
恩
わ
れ
ま
一

一
ち
主
婦
に
と
っ
て
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
す
。
今
後
さ
ま
さ
ま
な
分
野
か
ら
の
科
一

，
今
さ
ら
と
思
い
な
ず
り
も
、
消
資
生
活
学
的
な
検
討
が
一
層
進
め
ら
れ
、
商
品
一

'
卜
し
の
さ
ま
さ
ま
な
こ
と
に
つ
い
て
勉
強
の
安
全
性
が
向
ま
り
、
私
た
ち
の
消
費
一

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
ま
と
生
活
か
よ
り
目
か
に
、
充
実
し
た
も
の
~

め

、

月

に

一

度

聞

か

れ

る

調

党

員

会

で

に

な

る

こ

と

を

望

み

ま

す

~

発

表

す

る

の

で

す

が

、

人

前

で

発

表

す

~

m'K
幡

市
内
転
居
者
の
投
票

⑦
や
め
さ
せ
た
〈
な
い
と
思
う
裁
判
官

に
つ
い
て
は
、
な
に
も
野
か
乙
い
で

く
だ
さ
い
，
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国

12月18日は議:院議論議の投票日

発め
表
す月
るに
のー
で度
す聞
がか

れ
人るそ

前調 *1
で iを ι
発員を
表会ま
すでと

も
入
ウ
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す

池
の
水
銀
と
い
え
ば
、
水
銀
乾
誕
池
だ

け
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
ア
ル
カ

上田市選挙管 理 委 員 会 (ft⑫ 4100内線571・有線② 0901)

す分る
。 ~IJ

し
て
東
庁、

グ〉

業
者

五さ
っ

て

ま

衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
総
選
挙
が
、
十
二
月
三
日
公
示
さ
れ
、
十
二
月
十
八

日
投
票
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
選
挙
か
ら
、
先
の
通
常
国
会
で
可
決
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
適
用
と
な
り
、
選
挙
運
動
期
間
が
十
五
日
間
と
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間
も
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
問

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
当
日
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
早
め

に
不
在
者
投
票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

。

ま
た
、
今
回
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
所
で
は
、
衆
議
院
の
投
票
用
紙
(
記
名
式
)
と
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
(
記

号
式
)
を
い
っ
し
ょ
に
交
付
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
係
の
指
示
に
従
っ
て
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

投
票
日
現
在
、
満
二
十
歳
以
上
の
人

(昭
和
三
十
八
年
十
二
月
十
九
日
以
前

に
生
れ
た
人
)
で
、
九
月
二
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
三
か
月
以
上
、
上
田
市
に

住
ん
で
い
て
住
民
票
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。

O
転
出
し
た
人

上
田
市
か
ら
転
出
し
た
人
で
も
、
そ

の
転
出
が
九
月
三
日
以
後
で
、
ま
だ
転

出
先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
笠
録

さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
田
市
の
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
登
録
さ
れ

て
い
る
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

O
転
入
し
て
き
た
人

九
月
三
日
以
後
に
、

他
市
町
村
か
ら

上
田
市
に
転
入
し
た
人
は
、
ま
だ
上
田

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
前
の
住
所
地
で
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
登
録
地
の
投
票

所
で
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
で
き
な
い
人

学
生
な
ど
で
、
修
学
の
た
め
寮
や
下

宿
な
ど
に
住
ん
で
い
る
場
合
の
住
所
は
、

原
則
と
し
て
寮
や
下
宿
に
あ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
た
と
、
ぇ
住
民
票
が
上

回
市
に
あ
っ
て
も
市
外
に
居
住
し
て
い

る
人
は
、
入
場
券
が
郵
送
さ
れ
て
も
投

票
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
内
転
居
者
の
投
票

十

一
月
二
十
八
日
以
後
に
市
内
転
居

し
た
人
は
、
選
挙
人
名
簿
の
移
し
替
え

が
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
前
住
所
地
の
属

す
る
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
御
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
時
間

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
で
す
が
、

須
川
、
畑
山
、
長
入
、

岩
清
水
、
野
倉
の
各
投
票
所
は
、
午
後

四
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
御
注

意
く
だ
さ
い
。

投
票
は
、
な
る
べ
く
早
め
に
、
時
聞

の
余
裕
を
み
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
の
方
法
は

衆
議
院
議
員
の
選
挙
と
、
最
高
裁
国

民
審
査
の
投
票
用
紙
を
二
枚
同
時
に
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
記
入
の
際
は
、
よ

く
確
か
め
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

O
衆
議
院
議
員
の
選
挙
の
投
票
用
紙
に

は
、
候
補
者
の
氏
名
を
一
人
だ
け
書
い

て
く
だ
さ
い
。

O
最
高
裁
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
に
は
、

審
査
を
受
け
る
裁
判
官
の
氏
名
が
印
刷

し
て
あ
り
ま
す
。

①
や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う
裁
判

官
に
は
、
そ
の
氏
名
の
上
欄
に
×
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

H
J
h
h
カ

i
d
-
-
ヵ
l
J
J
7
Lー

に
な
る
こ
と
を
望
み
ま
「

申書

@
や
め
さ
せ
た
(
な
い
と

E
q昔

zrl

に
つ
い
て
は
、
な
に
も
脅
か
な
い
で

く
だ
さ
い
c

O
や
ム
な
ど
、
×

以
外
の
記
号
を
性

く
と
無
効
に
な
り
ま
す

-

O
投
票
用
紙
を
よ
ご
し
た
り
、

い
た
め

た
り
し
た
と
き
は
、
投
票
管
理
者
に
申

し
出
て
、
新
し
い
投
票
用
紙
に
取
り
替

え
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

O
自
分
で
書
け
な
い
人
は
、

手
に
け
が
を
し
て
い
た
り
、
{
子
を
知

ら
な
い
で
書
け
な
い
と
き
な
ど
は
、
投

票
所
の
係
が
代
わ

っ
て
苫
い
て
投
票
す

る
と
い
う
、
代
理
投
票
制
度
が
あ
リ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

O
目
が
見
、え
な
い
人
は
、
点
字
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
管
理
者

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

(
点
字
の
場

合
は
投
票
用
紙
が
変
わ
り
ま
す
)

入

場

券

投
票
所
の
入
場
券
は
、
全
部
郵
送
に

よ
っ
て
お
届
け
し
ま
す
。
入
場
券
は
、

郵
便
は
が
き
一
枚
に
世
帯
単
位
の
四
名

速
記
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
す

っ
切
り
離
し
て
投
票
所

へ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
投

票
で
き
ま
す
が
、
投
票
日
近
く
に
な

っ

て
も
届
か
な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

己
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不在者投票はニのように.グ

校票は、 選挙当日、選挙人自ら投票所に行っておこなうこと"が

原則!となっ ていますが、その例外として不在者投票の制度が設けら

れています。

選挙当日、 なんらかの理由で投票所にいけない人で、その理由が

法律に定めた事由にあてはまるときは、投票日の前日までの都合の

よい日に、あ らかじめ投票を済ませておくというものです。

12月3日カミら 12月17日まで"

不
在
者
投
票
が

で
き
る
人

投票日には出張ですガ-…-
不在者役寮を忘れずに

①
選
挙
人
名
簿
に
登
録
き
れ
て
い
る
こ

と
②
次
の
不
在
者
投
票
事
由
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る

こ
と

投
票
日
当
日
に

O
決
め
ら
れ
た
投
票
区
の
区
域
外
で
仕

事

(
勤
務

・
事
業
な
ど
)
に
従
事
中
の

〉
」
益
、

O
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
放
の

た
め
、
市
外
に
旅
行
か
滞
在
中
の
と
き

O
病
気
、
負
傷
、
出
産
の
前
後
、
老
衰

な
ど
で
歩
く
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
と

き0
不
在
者
投
票
の
指
定
施
設
に
入
っ
て

い
λ
w
b
ι
も

ε

が
短
く
な
り
ま
す

録しの 宣くき に在更 指 会ま早す 地 滞 い ま八投 官 挙会 名
地よ 選 名 誓だま入者 生 病 定 へため。の 市在 て投す時票 の が(不簿
のう挙簿 書さす っ投援院 病 おはに主選 外地 い票 。三日 国 公市在 萱
選 と管査がいかて票議、 院問 名滞き挙!こ で るに 十 の 民 示役者録
挙す 理録 必。らいの施老 な い簿在 ，-自席 投 とお 分前 審 さ所投 地
管る委 i也 要 、る指設人 ど 合登 地 ι 理在 票 きい か 日査 れ四票 で

時 )
理場員でで 施 人 定 、 ホ で わ録の 委し す で らま は た階所 投

間 と委合会、す 設はを保 l投 せ 地 選 員て る の 午で 十 日 ) は 票
員、てあ の、受護ム 葉 くの挙を会い 場印 際 後の ニ (で、 す
会ま 不 る 長そけ施、 す だ選管?でる 合 警は 五間 月最 行選 る
にず在い に、て設身 る さ挙理 投入 、 時、 八 高 い挙 場
対 、 者 は 申モいな体 場 い管委ま票 は 必 F ま毎 日 裁 ま管 合
し名投滞 し投るど障 合 。理貝すで、 要引 で臼)・ す 理

-z?Z 寺号室主言 言全宅 32 23 f ZZ若手責

ニ帳はる身 0 害 0 害 o ー ま歩 ;くり要い者際け票
、所 ぽ こ 体 右者心度両、ま行郵 !だまなたでにれ用

222え雲 量画時五五 室長室霊 重度身障の皆さんは jiZ2 72示Z号
投が度ま者害害じま・ と 票し票 +。ではま」在りど
薬対 のた手度 度んた体 な でくは ; 、、す旨者ま必
征象 降 、帳にー臓 は 幹 る き 園 、 ‘ 該選。の投せ要

:;号EZ宅?日干言宗 入品号震 郵便で在宅投票が ! 手芸品言霊会 Z
の 1) 、病 付はた吸)自 度人の 4 る 理 宣 書 由
交ま戦 者を まは器 由 でが身 ; 人委誓をにこを

1て主主得 失言護 支 て手障 できます j 詰塁雪票言語葉
簡 者合てで)の ( 宅害 ! 利にどしす求 L

手もい、 障 障 ので ! 用あ必てるのな

て会 L ~た o <票(人 0 投を投文日 0 三 め 管 請行地 ;での公が記 ま不
〈のて投 封書戸だの記自交票受票書)選、に理該しすの投;く氏報き載不 せ在
だ委、票筒載 さ 方 載 身 付 証 け 用 に ま 挙 投 手委当てる選票 lだ名なれ場在ん 者
き貝名者にしい法方がを明て紙よでの 粟 続買す交証挙を:さなどま所者 投
日長簿氏 入た 。」法候受書くおりに期 の き会る付明管希!いどにせに投 票
に登名れ投 のに補けをだよ、、日 手 をにとを書理望! 。をよんは票 所
、録」封票 項 つ 者 た 提 き び 選 選 前続しお思受が委す l 承りの、が に
必地欄をは 参いの投示い投差挙四 き て確わけ必員る j 知、で候行 は
ずのにし、 照て氏票し。百白人目 くかれて要会人! し投、補わ 氏
郵送本、そ のは名用でこ高理自( だめるくでのは! て票前者れ 名
優挙人封れ こ、な紙くの封委ら十 さの人だす委、 i 投すものる 掲
で管自 筒ぞ とーどにだ際筒塁審ニ いうはさの員名 j 票るつ氏す
定理らの tl ~面をはさ、の E 名月 。え、いで長簿‘ に候て名べ が
{す 委 署 表 定 しそ記、い郵交かし十 、選 。 、が登! 臨補選掲て あ
し員名側め て投載本。便付ら、た四 早挙 申発録' ん 者 挙 示

不
在
者
投
票
を

す
る
と
き
は

選
出
議
員
選
挙
お
よ
び
都
道
府
県
知
事

選
挙
で
の
候
補
者
立
会
演
説
会
は
、
今

ま
で
公
営
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
、
、

行
の
午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
を

午
前
八
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
に
改
め

ら
れ
ま
し
た

最
寄
リ
で
お
申
し
出
く
だ
き
い

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の



選
出
議
員
選
挙
お
よ
び
都
道
府
県
知
事

選
挙
で
の
候
補
者
立
会
演
説
会
は
、
今

ま
で
公
営
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
度
の
改
正
て
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

O

経
歴
放
送
の
回
数
が
増
え
た
こ
と

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
は
、
今
ま
で
二
十
日
間
あ
っ
た
運
動
期
衆
議
院
議
員
選
挙
、
参
議
院
選
挙
区
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な
ど

律
が
、
先
の
通
常
国
会
で
可
決
さ
れ
、
聞
が
五
日
間
短
縮
さ
れ
、
十
五
日
間
と
選
出
議
員
選
挙
お
よ
び
都
道
府
県
知
事
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ
ま

衆

議

院

議

員

総

選

挙

に

関

す

る

部

分

の

な

り

ま

し

た

。

選

挙

に

お

い

て

は

、

新

た

に

N
H
K
の

す

。

改
正
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
こ
の
選
挙
ま
た
、
運
動
期
聞
の
短
縮
に
伴
い
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
通
じ
て
候
補
者
自
治
会
長
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
立
候
補
の
届
出
期
間
も
、
選
挙
が
公
示
一
人
一
固
め
経
歴
放
送
が
で
き
る
こ
と
し
て
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
が
、
自

改
正
さ
れ
た
主
な
内
谷
は
、
次
の
と
お

(
告
示
)
さ
れ
た
日

一
日
の
み
と
し
選
挙
に
な
り
ま
し
た
。

治

会

に

加
入
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
理

り
で
す
。

公

報

の

掲

載

文

の

申
請
期
間
も
、
公
示
。
街
頭
演
説
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
由
で
、
直
接
送
達
を
希
望
す
る
人
は
、

O
選
挙
運
動
期
聞
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と

(
告
示
)
の

日
か
ら
二
日
と
す
る
な
ど
届
る
時
聞
が
一
時
間
繰
り
下
げ
ら
れ
た
事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
申
し
で

す
べ
て
の
選
挙
に
つ
い
て
、
そ
の
連
出
期
聞
の
調
箆
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

ニ
と

く
だ
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
万

動
期
間
が
三
日
か
ら
五
日
の
問
で
短
縮

O
立
会
演
説
会
が
廃
止
さ
れ
た
ニ
と

街
頭
演
説
お
よ
び
街
頭
政
談
演
説
な
一
未
着
の
場
合
は
、
各
支
所
ま
た
は
市

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
衆
議
院
の
選
挙
衆
議
院
議
員
選
挙
、
参
議
院
選
挙
区
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
は
、
現
選
管
に
予
備
を
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

t
d
y
L
K
A
F
ι
に
A
Y心
、
必
ノ
モ
A
Y品、
A
Y島
、
必
ノ
モ
ぬ
ノ
ι
、
必
ノ
ふ
¥
品
ノ
モ
drι
、
d
ノ
モ
ぬ
ノ
ャ
、
7

b

hノ
心
、
必
ノ
品
、
必
ノ
品
、
d
ノ
心
、
d
ノ
モ
A
ノ
心
、
必
ノ
心
、
d
r
b、
必
ノ
モ
ぬ
ノ
ι

h
ノ
心
、
A
F
L
h
y
ι
K
A
Y
ι
、
必
ノ
心
、
必
ノ
ι
、
A
ノ
ι
、
必
ノ
ι
、
必
ノ
酌
¥
d
f
v、
ザ
/
ャ
、
ゆ
ノ
モ
ぬ
ノ
ふ
h

y
島
、
A
F
L、
dyι
ミ
d
/
T
Aノ
そ
A
Y心
、
必
ノ
心
、
ぬ
ノ
ふ

-s

、、己
S
S
?
?
?
:
-

選

さ

ら

に

は

題

が

多

く
、
こ
れ
か
ら
の
政
治
の
寺
内

総

遣

、

を

辺

、

え

て

こ

の

た

び

の
衆
べ
き
方
向
が
問
わ
れ
る
極
め
て
重
要
な
ふ

院
選
と
、
こ
の
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

日

上

田

市

選

挙

管

理

委

員

会

一

年

で

知

事

、

こ

の

難

し

い

局

面

を

打

開

す

る

た

め

の

長

J

Z

市
長
の
首
長
選
に
は
、
国
民
一
人
一
人
が
主
権
在
民
の

v

j

l

t

t

を
除
く
す
べ
て
原
則
を
認
識
し
、
積
極
的
に
自
分
の
考
凶

の
選
挙
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

え

を

顕
示
す
べ
き
で
す
。

N

ま
た
、
制
度
の
上
で
も
先
の
参
院
選
候
補
者
の
人
物
、
政
策
を
良
く
み
き
刊

か
ら
、
我
が
国
の
選
挙
史
上
初
め
て
の
わ
め
て
、
来
る
投
票
日
に
は
、
自
分
の

A

比
例
代
表
制
が
導
入
さ
れ
、
個
人
選
挙
信
ず
る
一
票
を
投
じ
て
い
た
だ
き
た
い
沖

か
ら
政
党
選
挙
に
と
、
画
期
的
な
転
換
と
存
じ
ま
す
。

一一

が
は
か
ら
れ
た
記
念
す
べ
き
年
て
あ
り
そ
し
て
、
選
ぶ
入
、
選
ば
れ
る
人
も
ぶ

ま
す
。

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
銘
記
し
、
こ
の

V

連
日
、
報
道
関
係
が
取
り
上
げ
て
い
衆
院
選
で
有
終
の
美
を
お
さ
め
、
名
実

w

る
よ
う
に
、
政
治
の
倫
理
化
、
減
税
、
と
も
に
良
い
選
挙
の
年
と
い
た
し
た
い
凡

景
気
の
浮
揚
対
策
、
防
衛
問
題
等
々
、
と
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

内

国

民

生

活

に

直

接

か

か

わ

り

の

あ

る

間

町

部 900-IJ、

ぃ 0 き
る不
と在
き者

投
票
グ)

指
，ムー
疋

施
設

入
っ

て

運
動
期
間
が
短
く
な
り
ま
す
ー
ー
」

改
正
さ
れ
た
公
選
法
l

l

し

く選挙特集〉ー (3)一一一ー昭和58年12月1日一一一ー広報うえだ

衆
議
院
の
解
散
に
よ
る
総
選
挙
は
、

十
二
月
三
日
公
示
さ
れ
、
十
二
月
十
八

日
投
票
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

御
承
知
の
と
お
り
先
の
国
会
で
、
公

職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

可
決
さ
れ
、
こ
の
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
衆
院
選
で
は

従
来
二
十
日
間
あ
っ
た
運
動
期
聞
が
、

十
五
日
間
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ

れ
に
伴
な
い
立
候
補
届
出
期
間
、
公
報

委
員
長

の
原
稿
提
出
期
限
が
、
そ
れ
ぞ
れ
短
く

な
っ
た
こ
と
、
立
会
演
説
会
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
近
年
回
を
追
っ
て
聴
衆
の

数
が
減
少
し
、
開
催
し
て
も
実
効
が
伴

わ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
廃
止
と

な
り
、
代
わ
っ
て
テ
レ
ビ
に
よ
る
候
補

者
の
経
歴
放
送
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ

と
な
ど
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は

H

選
挙
の
年
H

と
言
わ

れ
、
四
月
の
統
一
地
方
選
で
の
県
議
、

市
議
両
選
挙
に
始
ま
り
、
六
月
の
参
院

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
ず
、
名
簿
登

録
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
、
投

』

』

、

戦

傷

病

者

手

帳
所
持
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ニ
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

行
の
午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
を

午
前
八
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

選

挙

公

報

て会 L
t のて
だ委
き員名
い 長 簿

に登

録
必地
9σ〉

重事選
便 挙
で管
送思
付蚕
し民

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の

設
置
に
御
協
力
を

選
挙
運
動
用
の
ポ
ス
タ
ー
を
は
り
出

す
場
所
を
、
市
内
三
百
八
十
二
か
所
に

設
置
し
ま
す
。

設
置
が
予
定
さ
れ
ま
す
お
宅
で
は
、

な
に
と
ぞ
期
間
中
の
設
置
場
所
の
提
供

に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
期
聞
は
、
十
一
月
二
十
八
日
か

ら
十
二
月
十
九
日
ご
ろ
ま
で
の
予
定
で

す
。
掲
示
板
は
ベ
ニ
ヤ
板
(
縦
九
十
セ

ン
チ

μ
×
横
百
八
十
セ
ン
チ
幻
)
一
枚

の
大
き
さ
と
な
り
ま
す
。

第
五
投
票
所
が
変
更

馬
場
町
、
田
町
、
上
川
原
柳
町
、
下

川
原
柳
町
、
上
鍛
冶
町
、
上
房
山
、
下

房
山
に
お
住
い

の
人
は
、
今
度
か
ら
投

票
所
が
、
上
回
明
照
会
甘
蕗
凶
に
変
わ

り
ま
す
。
投
票
の
際
は
、
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す

開
票
の
と
き
・
と
こ
ろ

開
票
は
即
日
で
行
い
ま
す
。

指
定
場
所
で
状
況
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
人
数
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

と
き
:
・
十
二
月
十
八
日
川
午
後
七
時

三
十
分

と
こ
ろ
・
:
上
回
市
立
凶
明
小
学
校
体
育

占
ロ
防

£目
U
F

O
開
票
状
況
を
見
学
す
る
人
は
、
会
場

内
を
よ
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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心
が
け
よ
う

き
れ
い
な
選
挙
庁

a-選
挙
運
動
は
、
自
由
で
あ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
り
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
.

avす
が
、
自
由
で
あ
る
と
、
金
や
権
力
や
情
実
に
も
の
を
い
わ
せ
て
、
な
ん
で

A'

a
マ
も
で
き
る
(
お
金
が
あ
る
)
人
が
有
利
に
な
り
、
明
る
い
選
挙
が
行
わ
れ
な

A'

A
V
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

A-

av
そ
こ
で
公
職
選
挙
法
で
は
、
公
平
に
し
か
も
平
等
の
も
と
に
選
挙
が
で
き
-

avる
よ
う
に
と
、
選
挙
運
動
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
な
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

a-

av
選
ぶ
人
も
選
ば
れ
る
人
も
、
お
互
い
が
ル

l
ル
を
守
り
明
る
く
正
し
い
選
-

a
マ
挙
の
実
現
こ
そ
、
よ
い
政
治
へ
の
近
道
で
す
。

a
-

だ;
才L:

;選に j

j挙之:
(運す;

ー-
;動る;

選
挙
運
動
用
は
が
き

選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受
け
た

は
が
き
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ
て
知
人

な
ど
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

記
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
虚
偽
や

公
序
良
俗
に
反
す
る
こ
と
の
な
い
か
ぎ

り
自
由
で
す
。

同
一
世
帯
内
あ
て
の
場
合
の
表
書
き

は
連
名
で
も
よ
い
が
、
工
場
、
事
業
所

会
社
な
ど
へ
「
御
中
」
ま
た
は
「
御
一

同
様
」
な
ど
と
書
き
回
覧
す
る
こ
と
は

い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
、
必
ず
定
め
ら
れ
た

甜
野
届
慌
回
附
「
い
山
川目寸
u
F

ニ
》
』
円
い
札
匂
っ
ィ
、
い
さ
A
V

寸

v
。

戸第900号900号~

化
学
調
味
料

ビ
ラ
の
頒
布

国
の
選
挙
に
限
り
ビ
ラ
を
頒
布
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

頒
布
の
方
法
は
、
選
挙
事
務
所
内
、

個
人
演
説
会
の
会
場
内
、
街
頭
演
説
の

場
所
に
お
い
て
頒
布
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
散
布
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

個
人
演
説
会

個
人
演
説
会
で
、

応
援
演
説
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

個
々
面
接

電
車
、
パ
ス
、
あ
る
い
は
道
路
上
で

た
ま
た
ま
友
人
や
知
人
に
出
会
い
、
そ

の
機
会
を
利
用
し
て
投
票
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
話
に
よ
る
投
票
依
頼

電
話
で
投
票
を
依
頼
す
る

こ
と
は
、

原
則
と
し
て
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

で

込
C

キ
寸
Tv
。

リ
ウ
ム
は
、
問
液
に
よ

っ
て
食
泡
と

7

ル
タ
ミ
ン
椴
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
ク

ル

タ
ミ
ン
時
は
、
天
然
の
タ
ン
パ
ク
百
に

は
っ
き
り
政
党
名
や
候
補
者
の
氏
名

を
い
っ
て
投
票
を
依
頼
し
て
も
よ
い
し
、

だ
れ
に
か
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
運
動
も
、

実
際
に
で
き
る
の
は
、
立
候
補
の
届
け

出
が
済
ん
だ
と
き
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
で
す
。

ま
た
、
公
務
員
や
特
定
の
人
は
他
の

法
律
で
禁
止
や
制
限
を
受
け
ま
す
。

…
し
て
は
い
け
な
い

選

挙

運

動

一

戸
別
訪
問

戸
別
訪
問
と
は
、

選
挙
運
動
の
た
め

に
、
連
続
し
て
戸
別
に
選
挙
人
の
居
宅

を
訪
問
す
る
こ
と
で
す
。

(
官
公
庁
、

会
社
、
工
場
、
事
業
所
な
ど
も
戸
別
の

な
か
に
は
い
り
ま
す

)

ま
た
、

一
戸
だ
け
訪
問
し
て
も
そ

の

状
況
、
内
容
な
ど
に
よ
り
戸
別
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
玄
関
内

に
入
ら
ず
軒
先
、
庭
な
ど
で
あ

っ
て
も

一戸
別
訪
問
に
該
当
し
ま
す
。
単
な
る
あ

い
さ

つ
、
名
刺
を
お
い
て
あ
る
く
こ
と

な
ど
も
い
け
な
い
こ
と
で
、
何
人
も
戸

別
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん。

こ

の
場
合
、
立
候
補
届
出
後
で
あ
る

か
、
立

候
補
の
決
意
前
で
あ
る

か
は
、
同
葬

の

成
立
に
杉
制
作
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

署
名
運
動
の
禁
止

選
挙
に
関
し
投
票
を
し
て
も
ら
う
た

め
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い
目
的
で、

ろ
や
か
さ
な
ど
が
同
州
大
す
る

U

《
調
査
を
し
た
感
想

ど
こ
の
品
問
山
で
も
、
こ
の
外
に
胤
昧

選
挙
人
に
対
し
署
名
運
動
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
気
投
票
の
公
表
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
に
関
し
、
公
職
に
就

く
べ
き
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票
の
経

過
ま
た
は
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
に
関
し
て
は
、

そ
の
名
目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
飲
食

物

(
な
ん
ら
加
工
し
な
く
て
も
そ
の
ま

ま
飲
食
に
供
し
得
る
も
の
。
た
と
、え
ば
、

料
理
、
弁
当
、
酒
、
ビ
ー
ル
、
ジ
ュ
ー

ス
、
果
物
、
菓
子
な
ど
)
を
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
候
補
者
が
選
挙
運
動
員

や
労
務
者
を
慰
労
す
る
目
的
で
飲
食
物

を
提
供
す
る
。
第
三
者
が
候
補
者
を
激

励
す
る
た
め
に
、
陣
中
見
舞
と
し
て
候

補
者
な
ど
に
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と

も
い
け
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
に
清
酒
を
も
っ
て
い
き
ま

す
が
こ
れ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

公
職

の
候
補
者
な
ど
寄
附
禁
止

の
条

項
に

ふ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
じ

ゅ
う
ぶ

ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い

。

た
だ
し
、
お
茶
や
日
常
も
ち
い

ら
れ

て
い
る
桂
度
の
菓
子
は
さ
し
っ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
。

連
呼
行
為
の
制
限

時
間
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
八
時
ま

で
の
間
で、

特
に
病
院
、
学
校
な
ど
の

付
近
で
は
静
か
に
す
る
な
ど
の
制
限
が

車川

n，
毒
。
十

v
。

調
査
員
日
記
②

気
努
を
張
る
行
為
の
禁
止

何
人
も
、
選
挙
運
動
の
た
め
に
自
動

車
を
つ
ら
ね
、
ま
た
は
地
下
ご
を
く
み
、

は
ち
巻
を
し
た
り
旗
な
ど
を
た
て
て
往

来
す
る
な
ど
は
、
気
勢
を
張
る
行
為
で

禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

買
収
饗
応
の
禁
止

選
挙
運
動
の
た
め
、
選
挙
人
ま
た
は

選
挙
運
動
者
に
対
し
、
金
銭
、
物
品
な

ど
を
送

っ
た
り
、
約
束
す
る
こ
と
、
ま

た
、
飲
食
物
を
提
供
し
、
芝
居
や
遊
覧

旅
行
に
案
内
し
た
り
、
そ
の
他
相
手
方

に
慰
安
な
ど
を
与
、え
て
歓
待
す
る
こ
と

は
買
収
に
該
当
し
ま
す
。

選
挙
妨
害
の
禁
止

候
補
者
に
つ
い
て
、
デ
?
を
と
ば
し

た
り
、
選
挙
人
、
候
補
者
、
選
挙
運
動

貝
な
ど
を
お
ど
か
し
た
り
、
演
説
、
集

会
、
交
通
な
ど
を
妨
害
し
た
り
、
選
挙

用
の
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た
り
、
投
票
に

干
渉
し
棄
権
を
す
す
め
た
り
し
て
選
挙

の
自
由
を
さ
ま
た
げ
る
と
選
挙
の
自
由

妨
害
の
罪
と
な
り
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
制
限

無
検
印
、
無
証
紙
の
ポ
ス
タ
ー
を
市
中

業
所
、
事
務
所
な
ど
に
掲
示
す
る
た
め

頒
布
す
る
場
合
で
も
違
反
と
な
り
ま
す
。

よ
く
屋
内
用
な
ど
と
い
っ
て
無
検
印

の
も
の
は
よ
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
い
っ

さ
い
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
県
内
用
と
称
し
て
窓
の
内

側
に
貼
付
し
通
行
人
に
見
‘
え
る
よ
ヲ
な

こ
と
は
違
反
で
す
。



き原
ま目IJ

すと
e し

て

」
と
は
違
反
で
す

付
近
で
は
静
か
に
す
る
な
ど
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
で

選
挙
に
関
し
投
票
を
し
て
も
ら
う
た

め
、ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い

目
的
で、

事
を
知
り
た
い
と
い

ヴ
気
持
丸
て

，
以
ー

で
す
が
、
手
が
か
り
と
す
る
資
料
か
限

目

ら
れ
て

い
て、

ぶ
を
つ
か
む
状
態
の
と

一

き
も

あ

り

ま

す

お

山

へ
出
向
い

て
お

一

話
を
聞
い
た
り
、
上
回
消
代
生
活
セ
ン

一

タ

l
、
図
占
館
な
ど

へ
出
か
け
て
試
行

一

錯
誤
し
な
が
ら
、
何
か
ひ
と
つ
で
も
わ
一

か
る
と
、
調
べ
て
み
て
よ
か

っ
た
な
あ

一

と
思
い
ま
す
。

一

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
新
聞

雑

誌

な

伝

一

報
化
社
会
に
流
さ
れ
る
昨
今
て
す
が
、

一

地
道
な
が
ら
門
分
た
ち
の
手
で
、
価
栴

・

一

間
知
・
安
全
性

・
表
示
・
法
一
平
な
ど
を

一

知
る
機
会
に
忠
ま
れ
た
こ
と
に
対
し
て

一

は
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

一

昨
年
は
、
松
本
市
が
主
催
し
た
消
刊
行

一

生
活
展
を
、
今
春
は
味
の
素
冷
凍
食
品

一

株
式
会
社
を
筏
察
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
間

一

題
に
つ
い
て
、
学
び
t
t
J

、ぇ
正
し
く
行
動

一

す
る
た
め
の
知
識
を
学
ん
で
米
ま
し
た
。
一

ま
た
消
代
生
活
必
座
は
、
後
雑
多
様
化

す
る
生
活
の
中
で
、
法
礎
的
な
知
品
川
を

一

習
得
で
き
、
日
ご
ろ
の
学
仰
が
い
か
に

一

大
半
か
を
教
、え
ら
れ
ま
し
た
。

一

合
理
化
社
会
を
迎
え
て
、
楽
な
万
へ

一

片
寄
り
が
ち
な
世
の
中
で
す
が
、
掛
け

答
え
の
な
い
生
命
と
、
健
康
を
守
る
た

一

め
に
、
調
査
員
の
活
動
を
通
し
て
勉
強

一

を
し
て
、
そ
れ
を
毎
日
の
手
勺
し
の
中

一

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま

一

す
。

一

ろ
や
か
き
な
ど
か
増
大
す
る
。

《
調
査
を
し
た
感
想
V

ど
こ
の
商
問
で
も
、
こ
の
外
に
風
味

調
味
料
な
ど
が
多
く
売
ら
れ
て
い
ま
す。

た
し
か
に
、
こ
ん

ぶ

・
か
つ
お
節
・
し

い
た
け
を
そ
ろ
え
て
だ
し
を
と
る
の
は

時
間
も
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
そ
ん
な

時、

化
学
調
味
料
を
き

っ
と

一
娠
り
す

れ
ば
そ
れ
で
間
に
合
い
、

忙
し

い
時
な

ど
は
便
利
で
す
。

し
か
し
、

化
学
調
味
料
に
頼
り
す
ぎ

る
の
も
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。
や
は
り

だ
し
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
家
庭
の

味
を
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

、
間
同
グ
ス
ゐ
れ
川
U

が
即
刻
調

以
凶
町
役

け
J
内
J

L

H吋

困
問
壮
慌

に

ト
4
9

ヮ

，工
ゐ
且
防
也
L
F」
力
ノ

ル
夕
、
、
、
/
般
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
グ

ル

タ
ミ
ン
般
は
、
天
然
の
タ
ン
パ
ク
質
に

A

泊
ま
れ
る
ク
ル
タ
ミ
ン
般
と
同
じ
よ
う

に
代
謝
さ
れ
る

の
で
、
適
円
ぱ
を
叫
ん
る
限

り
安
全
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

O
遊
日
出
と
は
・
:

世
界
内
版
業
機
構
・
世
界
保
健
機
構
で

は、

Mh
取
許
容
量
を

一
日
当
り
体
重

一

旬
に
つ
き
百
二
十
時

(体
重
五
十
い
刊
の

人
で
六
日
わ
)
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
人

は

一
日
子
均

一
・
五

g
(加
工
食
品
に
使

わ
れ
て
い
る
分
も
含
め
て
)
照
取
し
て

い
ま
す
。

〈
特

徴

〉

O
食
品
の
味
に
丸
み
を
与
、
ぇ
酸
味
や

苦
味
を
お
さ
え
る
作
用
が
あ
る
。

O
食
品
の
香
り
に
彬
響
を
与
え
な
い
。

O
H
m
に
強
く
、
い
く
ら
長
く
煮
て
も

う
ま
味
の
効
果
に
変
化
は
な
い
。

O
食
品
の
味
の
持
続
性

・
コ
ク

・
ま

~n 900号、

化
学
調
味
料

食
生
活
の
中
で
悩
広
く
使
わ
れ
て
い

る
化
学
調
味
料
の
成
分
や
原
料
・
安
全

性
な
ど
に
つ
い
て
潤
制
作
し
て
み
ま
し
た
。

〈
化
学
問
味
料
と
は
〉

化
学
調
味
料
と
は
、
食
品
に
含
ま
れ

て
い
る
う
ま
味
と
同
じ
成
分
を
人
工
的

に
作
り
だ
し
た
も
の
で
す
。

O

こ
ん
よ
の

}
グ
ル
タ
ミ
ン
時

う
ま
味
成
分

一

ナ
ト
リ
ウ
ム

O
か
つ
お
の

}
イ
ノ
シ

ン
般

う
ま
味
成
分

一

ナ
ト
リ
ウ
ム

O
し
い
た
け
の
}
グ
ア
ニ
ル
殿

う
ま
味
成
分
」

ナ
ト
リ
ウ
ム

原
料
と
し
て
は
、
砂
糖
キ
ビ
の
糖
蜜

や
ミ
カ
ン
糖
蜜
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
安
全
性
に
つ
い
て
〉

体
内
に
入

っ
た
グ
ル
タ
ミ
ン
階
ナ
卜

試
行
錯
誤
の

調
査
活
動

家
庭
の
台
所
を
岡
山
か
る
主
婦
、
母
、

安
で
あ
る
私
た
ち
が
、
楽
し
い
な
ご
や

一
か
な
家
庭
生
活
の
中
で
、
役
割
を
は
た

，
す
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
心
身
共
に
健

，
康

(肉
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
)
で

'
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

一
し
て
人
聞
が
健
康
で
長
生
き
を
す
る
た

一
め
に
は
、
事
り
し
よ
い
生
活
、
環
境
、

一
質
の
良
い
栄
養
が
必
要
で
す
。

一

そ
の
た
め
に
も
、

二
十
名
の
仲
間
と

一
や
っ
て
い
る
調
査
員
の
仕
事
は
、
大
変

一
勉
姐
に
な
り
ま
す
。

一

毎
月
の
主
な
仕
事
は
、
各
人
が
伺
当

ι

の
生
活
必
需
物
資
九
十

一
品
固
め
価
格

一
調
査
と
、
五
ク
ル

ー
プ
が
各
調
査
品
目

一
(一

般

・
食
品

・
雑
貨
・
繊
維
・
器
材
)

一
の
中
か
ら
、
ひ
と
つ
を
決
め
て
調
を
し
、

，
結
果
報
告
を
毎
月

一
度
の
会
議
の
席
上

一
発
表
し
、
検
討
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

一
を
生
活
環
境
課
で
上
田
市
消
貨
物
資
等

一
調
任
報
告
占
と
し
て
ま
と
め
、
毎
年

一

一
回
、
冊
子
と
し
て
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

毎
月
の
ク
ル
ー
プ
調
奈
川
テ
!
?
を

一
選
び
調
査
す
る
と
き
な
ど
、
知
ら
な
い

r
‘h-
-
h
h
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消費物資等調査員名簿

上 岡 市消貨物資等調盆艮の皆さんは、

毎 月の価絡動向調ftやグループ調公など

を通じて、消，{~生活の向上のために出動

しています。

長圧 氏 名 自治会名

出野いせ一子 鷹匠 町

刈同月)j 了ー 城 ヰヒ
1 

t反 ロ ー秀 イセ 居ノ色、 升

中 原紀子 川 辺 町

気幡まさる 新 屋

IW 紀子 新 回
2 

吹田八千代 新 回

関 j美子 新 屋

武舎忠:美子 常 入 東

飯島公子 新 田
3 

飯島えい子 秋 手口

山 浦たみ依 北 常国

小富山 弘子 F占 入

山 岸 三津校 新 町
4 

山 岸 f右子 域 北

金子せつ子 新 屋

神田けさ江 泉

樋口 はるみ 下 小 島
5 

|羽 ひで子 石 神

久保田梅子 下室 H

専任 太田和子 末広町

(紋柄、田作)

飯
山

ω
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訪
問
販
売
の
契
約
を
解
約
し
た
い
の
で
す
が

街
頭
で
呼
び
と
め
ら
れ
、
ア

ン

Q
ケ
|
ト
に
答
え
た
と
こ
ろ
、
後

日
セ
ー
ル
ス
マ

ン
か
ら
電
話
が

あ
り
、
「
あ
な
た
は
抽
選
に
当
た

っ
た
の

で
海
外
旅
行
に
安
く
行
け
る
。

つ
い
て

は
O
O
Oま
で
来
て
ほ
し
い
」
と
の
こ

と
。
行
っ
て
み
る
と
、
喫
茶
庖
に
連
れ

て
い
か
れ
、
英
会
話
教
材
を
強
く
す
す

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
や
む
な
く

契
約
し
た
の
で
す
が
、
帰

っ
て
よ
く
考

え
て
み
る
と
分
割
払
い
と
は
い

、え
あ
ま

り
に
高
額
。
両
親
に
も
反
対
さ
れ
た
の

で
、
販
売
業
者
に
解
約
を
申
し
出
た
と

こ
ろ
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
済
み

な
の
で
解
約
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
」
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

えつ広報-第 900号

セ
ー
ル
ス
マ

ン
か
ら
言
葉
た
く

A
Z
商
品
を
す
す
め
ら
れ
、
十

分
に
考
え
る
余
裕
も
な
い
ま
ま

契
約
を
し
て
し
ま

い
、
ト
ラ
ブ
ル
を
生

ず
る
ケ
ー

ス
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん。

各

地
の
相
淡
自主や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
る
削
減
の
中
で
も
、
ト
ソ
プ

第 900号、

む111111111111111

を
占
め
る
ほ
ど
で
す
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
消
費
者
を

保
護
す
る
た
め
、
特
別
に
認
め
ら
れ
て

い
る
制
度
が
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
(
無

条
件
解
約
制
度
)
で
す
。

〈
頭
を
冷
や
し
て
冷
静
に
考
え
る
期
聞

が
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
〉

ク
|
リ

ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
訪
問
販

売
な
ど
で
売
買
契
約
の
申
し
込
み
ゃ
契

約
が
結
ば
れ
た
日
を
含
め
、

一
定
期
間

内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
の
解
除
な

ど
が
で
き
る
制
度
で
、
購
入
者
が
販
売

度&
巾フオH

ノン
H
H

，
 

クご
質
問
の
場
合
は
訪
問
販
売
な
の
で
、

契
約
の
日
を
含
め
て
四
日
以
内
で
あ
れ

ば
、
こ
の
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が

適
用
で
き
、
無
条
件
で
解
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
ク

・
オ

7
の
期
間
を
経
過

業
者
に
契
約
の
解
除
な
ど
を
行
う
旨
の

書
面
を
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
効
力
が

発
生
す
る
も
の
で
す
。

ク
l
リ
ン
グ

・
オ
フ
期
間
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

….4日以内訪問販売・生命保険など・・

定
期
間
内
で
あ
れ
ば

.. ..14日以内

一5日以内宅地建物取引..

マルチ商法・・・

無
条
件
に
解
約
で
き
ま
す

す
る
と
、

一
般
的
に
は
合
意
に
よ
る
解

約
と
な
り
契
約
の
解
除
は
難
し
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
販
売
業
者
が
た
と
、
ぇ
解

約
に
応
じ
て
も
、
損
害
賠
償
や
違
約
金

を
支
払
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
、
ク
-

家
の
お
年
寄
り

リ
ン
グ

・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
も
売
買

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
契
約
者
が
未
成
年
の
と
き

マ
販
売
業
者
が
契
約
書
面
な
ど
を
交

付
し
な
か

っ
た
と
き

マ
契
約
書
に
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
の
こ
と
が
舎
か
れ
て
い
な
い
と

主、

〈ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
う
と
き
の

注
意
〉

ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
は
、
必
ず
書
面

で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際

後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
は
確

実
な
証
拠
の
残
る
配
達
証
明
付
「
内
容

証
明
郵
便
」
で
出
す
方
が
安
全
で
す
。

日
数
の
計
算
方
法
は
、
申
込
み
の
撤
固

ま
た
は
契
約
の
解
除
が
で
き
る
旨
を
業

者
か
ら
知
・り
さ
れ
た

(法
令
に
よ
り
書

面
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
)

日
か
ら
起
算
し
た
日
数

(
そ
の
日
を
含

む
)
で
あ
り
、
そ
の
期
間
内
に
書
面
で

通
知
す
れ
ば
よ
く

(
消
印
が
四
日
以
内

で
あ
れ
ば
よ
い

)
、
期
間
内
に
相
手
方
に

到
達
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
ク
|

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
聞
を
経
過

し
た
場
合

マ
化
粧
品
や
健
康
食
品
な
ど
の
消
耗

日
間
で
、
一
部
を
「
使
用
」
ま
た
は
、

「
消
費
」
す
る
と
ク

l
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
な
く
な
る
旨
を
告
げ

ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
使
用
」
ま
た
は
「
消
費
」
し
た

場
合

マ
代
金
を
全
額
支
払

っ
た
場
合

現
金
購
入
の
場
合
、
迷
い
が
あ
る

と
き
は
値
段
の
安
い
商
品
で
あ

っ

て
も
即
金
貿
い
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
、つ
。

マ
乗
用
自
動
車
の
場
合

最
後
に
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に
は
、
う
ま
い
誘
い

に
は
乗
ら
な
い
こ
と
、
い
ら
な
け
れ
ば

き
っ
ぱ
り
と
断
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

暮
ら
し
て
い
て
良
か

っ
た
」
と
思
う
こ

と
た
び
た
び
で
す
。
ま
た
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
現
代
的
な
セ

ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

の
う
ち
私
が
J

番
好
き
な
も
の
は
.

〈

る
み
の
ま
わ
り
に
砂
締

d

か
た
く
さ
ん
の

い
て
い
る
あ
ま
く
て
と
て
も
お
い
し
い
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地
の
利
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や
凶
作H
生
泊
セ
ン
タ
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に

寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
中
で
も
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き
ま
す
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ク
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間
を
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を
支
払
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次

の
よ
う
な
場
合
、
ク
|

家
の
お
年
寄
り

東川征子さん

(五加・41歳)

私
は
、
同
年
の
三
月
に
会
社
勤
め
を

や
め
て
家
に
入
り
ま
し
た
が
、
早
い
も

の
で
、
も
う
一
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
家
に
入
る
と
同
時
に
、
お9月18日行われたファミリーゲートボール大会の 1コマ

年
寄
り
と
の
触
れ
合
い
が
今
ま
で
よ
り

も
広
く
長
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
若
い
こ
ろ
か

ら
体
が
弱
く
、
ち
ょ
っ
と
無
理
を
す
る

と
次
の
日
に
ひ
び
い
て
元
気
な
顔
を
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
特
に
、
寒
い
冬
な

ど
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
朝
食
を
と
る
こ

と
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
分
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
一
屑
に
仕
事
の
重
荷
が

か
か
っ
て
、
「
大
そ
う
苦
労
し
た
も
の
だ

よ
」
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
昔
の
話
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
丈
夫
で
、
私
が
嫁
つ
い
で

か
ら
の
十
七
年
間
に
寝
込
ん
だ
の
は
た

っ
た
の
一
度
だ
け
で
、
私
の
方
が
何
度

も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

「
本
当
に
お
年
寄
り
と
い

っ
し
ょ
に

暮
ら
し
て
い
て
良
か
っ

た
し

t
田
0
・7
こ

と
た

び
た
び
で
す
。
ま
た
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
現
代
的
な
セ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

電
子
レ
ン
ジ
や
圧
力
鍋
も
私
よ
り
も
熱

心
で
早
く
購
入
し
ま
し
た
。
あ
ず
き
を

圧
力
鍋
で
上
手
に
煮
て
手
製
の
あ
ん
こ

を
作
り
、
お
い
し
い
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を

作
っ
て
く
れ
ま
す
。
野
菜
作
り
も
い

っ

さ
い
引
き
受
け
て
く
れ
て
、
き
ゅ
う
り
、

ト
マ
ト
、
な
す
な
ど
朝
夕
の
食
卓
を
に

ぎ
わ
し
て
い
ま
す
。

病
弱
で
し
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
こ
の

ご
ろ
は
大
そ
う
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

ほ
っ
と
す
る
と
同
時
に
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
健
康
を
第
一
に
考
、
え
で
の
規
則
正

し
い
生
活
、小
り
に
は
、
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
凡
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
お
年

寄
り
と
と
も
に
幸
せ
な
日
々
を
送

っ
て

い
ま
す
。

私
の
お
ば
あ
さ
ん

宮下知子さん

(神科小・6年)

私
の
お
ば
あ
さ
ん
は
七
十
八
さ
い
な

の
に
、
は
か
の
う
ち
の
お
ば
あ
さ
ん
と

ち
が

っ
て
と
て
も
元
気
で
、
歩
く
こ
と

が
好
き
で
す
。
お
ば
あ
さ
ん
の
う
ち
か

ら
私
の
う
ち
ま
で
ず
い
ぶ
ん
あ
る
の
に
、

ち
ょ
く
ち
ょ
く
遊
び
に
き
て
く
れ
ま
す
。

お
ば
あ
さ
ん
は
あ
る
と
き
は
お
か

し
や
さ
ん
に
な
り
ま
す
。
そ
の
お
か
し

の‘
7
ル
り
訓
札
伊
川

F
J
必
骨
内
品
別
主
、
わ
れ
9
J
u
m
H
H
.

，、

る
み
の
ま
わ
り
に
砂
輔
怖
か
た
く
さ
ん
つ

い
て

い
る
あ
ま
く
て
と
て
も
お
い
し
い

お
か
し
で
す
。
ま
た
、
あ
る
と
き
は
行

必
婦
さ
ん
に
な
リ
ま
す
。
私
が
ぐ
わ
い

が
わ
る
く
て
、
ち
ょ
う
ど
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
が
休
め
な
か

っ
た
と
き
、
私

を
一
日
中
っ
き

っ
き
り
で
み
て
い
て
く

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

つ
い
最
近
、
佐
渡
へ
行
き
ま
し
た
。

本
当
は
、
お
ば
あ
さ
ん
も
つ
れ
て
い

っ

て
あ
げ
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
え
ん
り

よ
し
て
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
「
行

け
ば
い
い
の
に
」
と
思

っ
た
け
れ
ど
、

じ
じ
よ
う
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
と
は
、
ほ
ん
の

一
、

二
回
し
か
い
っ
し
ょ
に
旅
行
を
し
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
佐
渡
へ
は
ぜ
ひ
い

っ

し
ょ
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

だ
め
で
し
た
。
乗
り
物
が
き
ら
い
だ
か

ら
で
し
ょ
う
か
。

で
も
、
佐
渡
へ
行
く
と
き
、
お
ば
あ

さ
ん
か
ら
お
こ
づ
か
い
を
も
ら
い
ま
し

た
の
で
、
お
ば
あ
さ
ん
に
お
み
や
げ
を

た
く
さ
ん
買

っ
て
き
て
あ
げ
ま
し
た
。

と
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
、
お
ば
あ
さ
ん
は
一
人
で
何
か
す

る
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
、
そ
の
方
が
い

い
の
だ
ろ
う
と
、
思
い
ま
す
。

家
族
み
ん
な
の
お
ば
あ
さ
ん
。
だ
か

ら
、
い

勺
ま
で
も
長
生
き
を
し
て
く
だ

，‘
i

、
。

J
C

'uv 



だ 昭和58年12月1日一一一ー(6)ー

冬
の
健
康
管
理

来
一
い
季
節
に
な
る
と
、
お
年
寄
り
が

脳
卒
中
で
倒
れ
た
と
か
心
臓
発
作
を
起

こ
し
た
と
い
う
話
が
、
た
び
た
び
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
曜
か
い
部
屋

か
ら
寒
い
ト
イ
レ
に
行
く
な
ど
急
激
な

温
度
の
変
化
は
、
血
圧
を
不
安
定
に
し

体
調
を
崩
す
元
に
な
り
ま
す
。

い
つ
も
い
る
部
屋
は

全
体
を
暖
か
く

えつ

皆
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
眼
房
は
何
を

お
使
い
で
す
か
。
一
家
団
ら
ん
で
話
を

し
た
り
、
く
つ
ろ
い
だ
り
す
る
の
に
コ

タ
ツ
は
と
て
も
良
い
も
の
で
す
が
、
部

屋
の
温
度
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

以
前
、
上
田
市
で
寒
い
時
期
の
居
聞

の
温
度
を
計
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

適
混
と
い
わ
れ
る
十
八
℃
か
ら
二
十
℃

の
室
温
を
保
っ
て
い
た
お
宅
は
、
調
査

し
た
お
宅
の
一
割
く
ら
い
し
か
な
く
、

ほ
と
ん
ど
の
お
宅
が
六
℃
か
ら
十
℃
で

し
た
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
が
あ
っ
て
も
使

わ
な
い
理
由
と
し
て
、
コ
タ
ツ
で
も
じ

ゅ
う
ぶ
ん
曜
か
い
か
ら
と
答
え
た
お
宅

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

コ
タ

y
に
あ
た

っ
て
い
る
と
き
は
、

手
足
な
ど
が
暖
か
い
の
で
体
も
暖
ま
っ

て
い
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
肩
が
張

広報戸第 900号

っ
た
り
腰
が
冷
、
え
る
の
は
、
部
屋
が
寒

い
証
拠
で
す
。
部
屋
が
寒
い
と
コ
タ
ツ

か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
り
、
体
を
動
か

さ
な
く
な
り
ま
す
。
血
液
の
循
環
が
悪

く
な
っ
た
り
骨
が
も
ろ
く
な
り
ま
す
の

で
、
部
屋
を
暖
め
で
き
る
だ
け
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
に
も
暖
房
を

お
年
寄
り
は
、
夜
、
お
小
水
に
行
く

回
数
が
増
え
ま
す
。
暖
か
い
寝
床
か
ら

寒
い

ト
イ
レ
に
行
く
の
は
お

っ
く
う
な

も
の
で
す
か
ら
、
つ
い
が
ま
ん
を
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
が
ま
ん
を
す
る
と
血

圧
が
上
が
り
ま
す
。
が
ま
ん
で
き
な
く

な
っ
て
寒
い
ト
イ
レ
に
行
く
と
、
ま
す

ま
す
血
圧
が
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、

お
小
水
を
し
て
ガ
ク

ツ
と
血
圧
が
下
が

っ
た
と
き
に
、
脳
卒
中
や
心
臓
発
作
を

起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

夜
、
ト
イ
レ
に
行
く
と
き
は
、
厚
手

の
も
の
を
着
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た

ト
イ
レ
に
も
暖
房
が
あ
る
と
お

っ
く
う

が
ら
ず
に
行
け
ま
す
し
、
急
激
な
温
度

差
が
な
い
の
で
発
作
を
起
こ
さ
ず
に
済

み
ま
す
。
ト
イ
レ
ま
で
距
離
の
あ
る
お

宅
で
は
、
し
び
ん
を
使
う
の
も
良
い
で

l
v
ょ
、7
0

寒
い
時
期
に
は
、
熱
い
お
ふ
ろ
に
入
川

っ
て
体
を
暖
め
た
い
も
の
で
す
が
、
寒
川

い
場
所
で
裸
に
な
っ
て
熱
い
お
ふ
ろ
に
川

入
る
と
急
に
血
圧
が
上
が
り
ま
す
。
お
川

湯
は
、
四
十
℃
か
ら
四
十
二
℃
く
ら
い
刈

が
適
温
で
す
。
洗
い
場
も
脱
衣
場
も
暖
川

め
て
、
急
激
な
温
度
差
が
な
い
よ
う
に
川

し

た

い

も

の

で

す

。

山

養
生
と
い
っ
て
も

無
理
は
禁
物

冷
た
い
水
で
顔
を
洗
っ
た
り
、
素
足
川

で
冷
た
い
廊
下
を
歩
い
た
り
、
冷
水
摩
川

擦
な
ど
は
、
血
圧
の
高
い
人
は
や
め
ま
川

し
よ
う
。

「
冷
た
い
な
」
と
思
っ
た
だ
川

け
で
二
十
か
ら
三
十
も
血
圧
が
上
が
り
川

ま
す
。
鍛
練
は
、
暖
か
い
時
期
か
ら
や
川

っ
て
い
な
く
て
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
川

の
で
、
寒
く
な
っ
て
か
ら
始
め
る
の
は
川

や

め

ま

し

ょ

う

。

川

暖
か
い
日
中
は

外
に
出
て

風
邪
を
引
く
か
ら
と
か
血
圧
が
上
が
川

る
か
ら
と
い
っ
て
一
日
中
家
の
中
で
じ
っ

川

と
し
て
い
る
と
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
川

は
、
特
に
骨
が
弱
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
川

っ
と
つ
ま
づ
い
た
だ
け
で
も
骨
折
を
す
川

る
な
ど
思
わ
ぬ
事
故
に
遭
い
ま
す
の
で
、

日
中
の
暖
か
い
と
き
は
外
に
出
て
散
歩
い

介。

y
」や』
l
レ
宇
品
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v
ょ
、7
。

冬

の

お

ふ

ろ

御
寄
付
お
礼

~九h 社会保険出張相談日ム付"'t

(12月〕;

/第 1火曜日 6日 y 
食千幽川左岸地区 I :; ~ ~l::: ::: ，，"n ~ ~ 1第 3火曜日 20日 う

会場…松尾工業株式会社(川辺町) ~ 
/第 2火曜日 13日 1 

*千曲川右岸地区 (::;:~1~:=;:: :.;:~ 2 l第 4火曜日 中止 そ

会場…上田商工会議所(大手町) ~ 
O各会場とも午前10時~午後 3時
0第 4火曜日は、仕事納めの前日のため中

止となります。
帯、企平、u号、中小、争点~

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

マ
小
泉
秀
昭
樽
(
緑
が
丘
二
)
絵
画
、

図
書
、
色
紙
各
一
点
市
庁
舎
に

マ
東
京
電
力
株
式
会
社
千
曲
川
電
力
所

横
点
字
図
書
四
十
六
冊
点
字
図
書

館
蔵
書
と
し
て

マ
匿
名
十
七
万
三
千
三
百
十
九
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

千

円

社

会

福

祉

基
金
の

積
立
金
と
し
て

同和問題啓発映画を

テレヒで、放映

同和問題の啓発映画が長野放送 (NBS)で放映さ

れます。どう ぞ御覧ください。

と き…・'12月17日仕)午後 1時-1時55分

映画題名…「母を生きる」

年賀状の差し出しはお早めに

年賀状の受付は12月15日附から開始されます。お

早めに御準備いただき、なるべく 12月20日ωまでに

お出しくださるようお願いします。
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コ
タ
ソ
に
あ
た

っ
て
い
る
と
き
は

手
足
な
ど
が
泌
か
い
の
で
体
も
暖
ま
っ

て
い
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
‘
肩
が
張

し 宅 み
よでま
うはて

しト
ぴイ
んレ
をま
使で
う距
の離
もの
良あ
いる
でお

~ 900号、

お知らせ

第竹田「受通安全県民大会」 ガ、 11月15
目、上田市民会館で聞かれましだ。 大会で

は、30年以よ優良運転者の表彰や3".t通安全

の提言などガあり、最後に約1500人の参加

者全員でシ トベルトの着用、飲酒運転の

撲滅などの交通安全宣言を採択しました。

市
有
財
産
を

fゴえ

公
売
し
ま
す

つ一(7)一一一ー昭和58年 12月1日 広報

管
財
課
管
財
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
6
0

有
線
②
0
6
5
1

市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
有
財
産
を

公
売
し
ま
す
。

公
売
物
件
・
:
宅
地
可
能
地
一
区
画
(
約

八
十
三
坪
、
中
塩
田
警
察
官
駐
在
所

隣
地
)

現
場
脱
明
:
・
十
二
月
十
九
日
間
午
後
二

時
(
時
間
厳
守
)

蹟
争
入
札
・
:
十
二
月
二
十
二
日
同
午
後

二
時
(時
間
厳
守
)
、
市
役
所
本
庁
四

階
第
四
会
議
室

公
売
公
告
場
所
:
・
市
役
所
本
庁
、
豊
殿
・

塩
田
・
川
西
の
各
支
所

入
札
保
証
金
・
・
・
入
札
見
積
額
の
百
分
の

五
以
上
の
入
札
保
証
金
を
入
札
前
に

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
落
札
決
定
後
、

落
札
者
以
外
の
人
に
は
直
ち
に
保
証

金
を
お
返
し
し
ま
す
。

入
札
参
加
者
・
・
・
本
人
が
印
鑑
を
お
持
ち

に
な
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理

人
の
場
合
は
、
必
ず
本
人
自
筆
の
委

任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

水
道
管
に
も冬

支
度
を

水
道
局
工
務
蝶

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
1
2

あ
な
た
の
お
宅
で
は
、
「
水
道
管
が
凍

っ
て
水
が
出
な
い
」
な
ど
、
冬
の
寒
波

で
水
道
が
使
、え
ず
困
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
今
年
の
冬
は
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
水
道
管
の
冬
支

日
中
の
暖
か
い
と
き
は
外
に
出
て
散
歩
川

な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
。

度
を
お
早
め
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
特
に
注
意
す
る
点
は
・-a

①
北
向
き
の
と

こ
ろ
、
風
あ
た
り
の
強

い
と
こ
ろ、

家
の
外
に
あ
る
水
道
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
電
熱
帯
の
電
気
は
忘
れ
ず
に
。

③
不
凍
絵
は
、
毎
日
忘
れ
ず
に
操
作
し

士主

l
)
よ
、7
0

④
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
も
、
ボ
ロ
布
か

ス
チ
ロ

パ
l
ル
で
保
混
し
て
く
だ
さ

マ
破
裂
し
て
水
が
吹
き
出
し
た
ら
・.. 

①
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止
水

栓
で
水
を
止
め
ま
す
。

②
止
水
栓
が
な
い
と
き
は
、
破
裂
し
た

部
分
に
布
、
ゴ
ム
テ
ー
プ
な
ど
を
し

っ
か
り
巻
き
つ
け
、
針
金
か
ヒ
モ
で

し
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
水

道
局
ま
た
は
指
定
工
事
庖
へ
修
理
の

依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
・
.

凍

っ
た
部
分
に
き
れ
い
な
タ
オ
ル
や

布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ

っ
く

り
と
お
湯
を
か
け
て
解
か
し
て
く
だ

き
い
。

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

市
で
は
、
八
月
十
七
日
か
ら
十
月

日
ま
で
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
各

地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
検
診
の
結
果
、
異
常
所
見
の
あ

っ
た
人
に
は
、
す
で
に
個
人
通
知
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た。

し
た
が
っ
て
、

十

二
月

一
日
現
在
で
通
知
を
お
受
け
取
り

に
な

っ
て
い
な
い
人
は
異
常
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
の
お
知
ら
せ
を

も

っ
て
結
果
通
知
に
代
え
き
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

人
権
週
間
ロ
月
4
日

l
m日

人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

今
年
は
、
第
三
回
の
国
連
総
会
で
「
世

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
三

十
五
周
年
を
迎
え
た
記
念
の
年
で
す
。

わ
が
国
の
憲
法
は
、
「
国
民
は
法
の
下

に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性

別
や
社
会
的
な
身
分
ま
た
は
門
地
(
家

柄
の
こ
と
)
に
よ
り
差
別
さ
れ
な
い
」

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
が
個
人

と
し
て
の
尊
き
を
認
め
合
っ
て
、
自
分

た
ち
の
カ
で
人
権
を
守
り
育
て
お
互
い

の
幸
せ
の
た
め
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

上
田
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
長

野
地
方
法
務
局
上
回
支
局
で
は
、
人
権

週
間
(
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
)

に
ち
な
ん
で
、
次
の
と
お
り
相
談
所
を

同
開

H
MP
l
レ
会
φ
十

ye
卓
事
時
国
匹
回
同
晒
居
、
幅
削
品
同
桝
甜
閑

dw、

借
地
借
家
な
ど
で
お
図
り
の
人
は
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

マ
十
二
月
六
日
附
午
前
九
時

1
午
後
三

時
u
H
大
屋
公
会
堂、

塩
田
公
民
館

マ
十
二
月
八
日
附
午
前
九
時
i
午
後
三

時
H
H
市
役
所
西
庁
舎
二
階
会
議
室

村
上
海
員
学
校

生
徒
を
募
集

村
上
海
員
学
校

宮

0
2
5
4
5
⑥
7
6
1
4

国
立
村
上
海
員
学
校
で
は
、
次
の
と

お
り
昭
和
五
十
九
年
度
の
生
徒
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員
:
・
高
等
科
約
六
十
名

修
業
年
限
:
・
二
か
年
(
全
寮
制
)

願
書
受
付
・
:
五
十
九
年
一
月
四
日
附
か

ら
二
月
四
日
出

入
学
試
験
・
:
五
十
九
年
二
月
十
二
日
日

試
験
科
目
:
・国
語
、
数
学
、
英
語

受
験
資
格
・
:
中
卒
以
上
十
九
歳
未
満
の

人
(
五
十
九
年
三
月
中
卒
見
込
み
を

含
む
)

お
問
い
合
わ
せ
先
・
:
〒
九
五
八
|

O

一

新
潟
県
村
上
市
大
字
岩
船
二
一

二

O

一
国
立
村
上
海
員
学
校
教
務
課



国民年金の通算老齢I} 
年金が受けられます。l

Z与b-，今月は保険料(12・1月分)の納期月

年jgl 忘れずに納めるようにしましょう。
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(
十
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

旧
国
井
久
雄
さ
ん

川
村
よ
き
さ
ん

今
井
一
正
さ
ん

伴

昭

良

さ

ん

院

内

五

加

梅
が
丘

え広報う

⑫ 

戸部 900J;ナ

2月16日

l号

六一一
八
五

二
八

(
材
木
町
二
丁
目
)

若
林
俊
治
さ
ん

(
中
央
六
丁
目
)

竹
内
直
人
さ
ん

宮
原
正
俊
さ
ん

佐
藤
と
よ
さ
ん

増
津
ぬ
じ
ゑ
さ
ん

飛
回
す
て
き
ん

吉
池
深
海
さ
ん

北
津
芳
巳
さ
ん

関

し

づ

き

ん

田
淳
文
雄
さ
ん

岡
本
よ
し
の
さ
ん

材
木
町

鍛
冶
町

下
之
条

長

島

山
石
消
水

諏
訪
形

岡
野

倉

小

泉

岩

門

下
血
尻

四

(
中
央
二
丁
目
)

膏
藤
せ
い
さ
ん

(天
神
四
丁
目
)

田
中
贋
作
さ
ん

石

田

愛

さ

ん

梨
本
圃
太
郎
さ
ん

(中
央
六
丁
目
)

坂
田
き
さ
さ
ん

回
中
ふ
う
さ
ん

小
山
俊
夫
さ
ん

武
田
正
宏
さ
ん

(
織
が
丘
二
丁
目
)
緑
が
丘
北

古

田

伍

輔

さ

ん

平

井

寺 本

七八七七八七八二六二
O 三 八 O 三 O 二六四 O

南
天
神
町

中
之
条

分

去

鍛
冶
町

福

田

諏
訪
形

学
海
南

いる
ーーーーー一一...I一一一一一

昭和36年 4月以降で

①国民年金加入期間

②どの年金にも未加入で配偶

者が国民年金以外の公的年

金に加入していた期間

以上①と②をたして25年以上

になりますか。

な
勺

な

な
る

町

七
八

内

山

要

さ

ん

(
中
央
東
)

春
原
由
則
さ
ん

(中
央
西
二
丁
目
)

西
入
忠
重
さ
ん

小
笠
原
利
司
さ
ん

(
中
央
西
一
丁
目
)

久
保
ミ
ツ
さ
ん

(
常
磐
城
六
丁
目
)

樋
沢
弘
幸
さ
ん

士
口
谷
久
子
さ
ん

堀
内
よ
め
き
ん

上
原
ト
キ
エ
さ
ん

七
六

七
八

四八七七
O 八八三

七
三

七
九国民年金の通算老齢

年金が受けられます。
(他の公的年金制度

からも受けられます)

貴国民年金の加入期間でも未納期間は通算されません。

(注 1) 通算の対称となる年金制度は次の 8つの 「公

的年金制度J です。

①UF.]fモ年金 ⑤地方公務只等共済組合

②厚生年金保険 ⑤私立予校教職貝共済組介

③船只保険 ⑦公共企業体験貝等共済組合

④悶家公務只共済組合 ③農林漁業団体戦.Q共済組介

上
川
原
柳
町

八
八

大鎌

屋w..、

七四
五六

北
大
手

七
九

常
磐
町

千
曲
町

上
田
原

小

牧

院

内

八六四四七
八九六一五

岡

村

燥

さ

ん

(中
央

一
丁
目
)

綱
島
悦
士
口
さ
ん

宮
下
け
さ
ゐ
さ
ん

柳
津
み
祢
さ
ん

窪
田
は
っ
き
ん

財
津
ト
シ
子
さ
ん

(
常
国
二
丁
目
)

林

伸

さ

ん

(天
神

一
丁
目
)

松
本
ち
し
さ
ん

小
池
喜
水
野
さ
ん

山

寺

皐

さ

ん

野
村
途
r
T
さ
ん

(常
国
二
丁
目
)

山
水
た
か
え
さ
ん

宮
坂
作
成
チ
さ
ん

(天
神
四
丁
目
)

荒
井
昌
司
さ
ん

上

原

点

さ

ん

戸
田
は
る
み
さ
ん

中
仏
つ
や
さ
ん

竹
内
ぷ
す
さ
ん

竹
原
ト
シ
さ
ん

ゆ

川

発

さ

ん

(
常
国
二
了
目
)

長
谷
川
き
く
ゑ
さ
ん

山
口
く
め
さ
ん

西
入
敏
子
さ
ん

古
島
幸
子
さ
ん

唐
津
敏
治
さ
ん

(
中
央
=
一
!
日
)

川
口

み
下
を
さ
ん

へ
は
聞
か
，
k
-
丁
目
』

平赤倉下騰
井 l任
寺坂升組 町

北
常
国

4ヒ
中手神 天

神
組塚畑町

北
常
国

イ

泉

南
天
神
町

中

野
上

手

大
久
保

八
木
沢

東
前
山

新

田

レしい比一抗
H
H
n

・・A.
d
-
r
'骨
}

院

内
中
之
条

小

牧

ド
本
郷

馬
場
町

新

七七七七八
二二九二四

七七八八六
四一三八

七七
八 O

六八八七七四六
三 ヒ 五 五 八 1 i三

1i四八八七
七三五三一

七

屋

1， 
E 
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